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平成２２年５月～７月迄

発表者 尾川原 和彦



経営理念の経営理念の11つであるつである



空車距離を減らす配車効率UP
に向けての推進活動が必須
・連絡体制の強化

配車係 配車係
乗務員





ドライバー携帯電話へコース取込み

取込み

入力

配車/コース
Ｗｅｂデータ

ドライバー
携帯電話

運行管理者
配車別
運行進捗照会

納品進捗
データベース

運行管理本部

納品進捗情報を
インターネット
ブラウザ上、で照会

荷主様

乗務員（携帯にて操作・写真撮影）

既存システム
コースデータ

インターネット

写真撮影



携帯にて荷降ろし後
写真撮影し添付する

①納品順に納品先名が表示します
②納品先に到着した到着ボタンを押す
③荷降ろしが完了後、完了ボタンを押す



◆インターネット下記で検索

大日倉庫㈱



平成２２年５月～７月迄

発表者 山根 幸太



品質活動状況



確認日 確認者印 立会者

京都共配作業手順確認票
平成 22 年 6月 11日 山根。玉利 安倉・市丸 監査

品番数量確認後、帳票の数量に○をする 順守 否順守

入庫検品
社名、個人名入り受領印を受領欄に押印 順守 否順守

備考（改善点）

入庫元確認後、帳票にチェック漏れが無いか確認 順守 否順守

入力業務
システムに入力後、名前日付入り検収印を押印 順守 否順守

受領印の押印する所が担当者によってバラバラの為、入庫検収印の左側に押印する。
備考（改善点）

出荷業務 ピッキング時、品番数量確認後、帳票の数量に

順守 否順守

（ピッキング） ○をし、担当者欄に担当者印を押印

3FAP（担当者 北村社員）にてピッキング表にチェック漏れあり、
備考（改善点）

その場で市丸リーダーより改善指示を行った。

出荷業務 二次検品時、品番数量確認後、数量の右側に

順守 否順守

（検品） ✔をし、担当者欄に担当者印を押印

作業手順書（一部抜粋）



今後の課題

在庫違算の削減を目指す為、システムの更なる活用

※特に既存の大五様と新規顧客

WMS/B-Collabo

※常に荷主様と情報を共有し適正な在庫管理運営を行う。



今後の活動内容

※常に荷主様と情報を共有し品質向上に努める。



平成２２年５月～７月迄

発表者 宮嶋 勝則



訪問対象 訪問内容 訪問量

計画に落とす

フォロー ・チェック

目標

結果
営業マンはどこへ営業に行くか？

①行きやすい所
②話が合う所
③クレームが少ない所
④受付に女性がいる所

戦 略 営業質 営業量



訪問日

予 実

訪問対象 担当者 訪問内容 目的 回数

予 実

時間

予 実

ポイント数

（ ）月度 営業活動フォローアップシート 目標（ ） 営業担当

①ポイント？
②件数？
③時間？

案件先 案件内容 キーマン 見込額 利益
（％）

着地

実予

担当 パートナー 意気込み件数 坪数 作業量 拠点

実予 実予 実予 実予

☆活動目標
① 北畠⇒大阪取引先を主として活動として

新規開拓する。
② 岸本⇒運送会社をメインとして活動として、

センター案件を取得する。
③宮嶋⇒京都センター取引先を主として、

大阪拠点での新規案件活動をする。




